
（様式C）

令和　６年　４月　24日

質　　　問 回　　　答

1

業務委託仕様書1　警備方法
「新たに自動警報装置を設置」とありますが、
設置済みの機器を継続使用することは可能で
しょうか。

設置済みの機器を継続して使用することはできません。

2

防犯カメラシステム設置仕様書4（1）
機種についてはすべて新品とするとあります
が、設置済みの機器を継続使用することは可能
でしょうか。

設置済みの機器を継続して使用することはできません。

3
賠償限度額について1事故、対人・対物あわせて
10億円の限度額を設定して頂くことは可能で
しょうか。

契約時の賠償額についての条項は双方の協議とするとし
ます。

4

業務委託仕様書　その他3
契約終了時の警備機器撤去による原状回復につ
いては、通常、パテ埋め、化粧板による目隠な
どの軽度補修を行います。同様の補修対応でよ
ろしいでしょうか。

補修対応については協議により決定します。

5

業務委託仕様書　その他3
「原状に復するものとしこれに係る費用は受注
者の負担とする」とありますが、「これに係る
費用は、発注者・受注者双方協議の上、定める
ものとする」という文言を追記いただくことは
可能でしょうか。

費用は受注者に負担していただくものとし、発注者では
負担しません。

6

入札実施要領10　契約保証金
門真市契約に関する規則第21条（1）又は
（5）に該当する場合は契約保証金免除という認
識でよろしいでしょうか。

本案件においてはご認識のとおりです。

7
業務委託仕様書　別紙図面
図面上にミラーの記載がありますが、ミラーは
受注者側で設置するものでしょうか。

ミラーについては受注者が設置する必要はありません。

8

業務委託仕様書1　警備方法（3）
解約となった場合は録画データを発注者のＤＶ
Ｄ等へ提供するものとなっていますが、データ
を提供する期間は、機械警備実施中すべてを想
定されていますでしょうか。またその操作は発
注者でされますでしょうか。記録媒体はDVD等
とありますが、USBメモリでもよろしいでしょ
うか。

解約となった場合の録画データを提供する期間は、解約
時にデジタルレコーダーに記録されている（残ってい
る）録画データの期間とします。また、操作は発注者が
行います。
記録媒体はUSBメモリでも構いません。

9
前回入札時の落札価格と落札業者（現行警備会社）
と前回の予定価格をご開示下さい。

落札価格：1,710,000円
落札業者：セコム株式会社
予定価格：2,563,920円
（委託期間：令和元年６月１日～令和６年５月31日）

10 施設の回線の使用は可能でしょうか。 施設の回線は使用できません。

11

祝日には図書返却口の図書を１日１回返却とありま
すが、通常どのくらいの冊数でしょうか。
又、返却場所への移動距離はどのくらいでしょう
か。

冊数は日により変動しますが、おおよそ、縦60ｃｍ×横
45ｃｍ×高さ30ｃｍ程度のコンテナ４箱程度です。
返却口から返却場所までの距離は３ｍ程度です。

12

「門真市立図書館は移転の予定があるため委託期間
が短くなる可能性があります。」と記載があります
が、契約期間が短くなった場合には契約時の契約金
額が変更になるという事でしょうか。

契約金額の変更については協議により決定します。
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